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（※1）Microsoft Office Excel 2010/2013/2016 のいずれかが必要です。

10

形　名 KX9002A KX9002D KX9002T 備考
接続可能機器 ビデオカメラ オプション オプション オプション 動画収録オプション

XR75シリーズ X線検査機 ○ ○ ○
KD74シリーズ X線異物検出機 ○ ○ ○
M6-hシリーズ 金属検出機 ○ ○ ○
M5シリーズ 金属検出機 ○ ○ ○
スーパーメポリⅣ 金属検出機 ○ ○ ○
スーパーメポリⅢS duw-hシリーズ 金属検出機 ○ ○ ○
スーパーメポリⅢ duw/duw-hシリーズ 金属検出機 ○ ○ ○
スーパーメポリⅢ Mシリーズ 金属検出機 ○     ○※     ○※ ※CCP管理機能は使用できません

スーパーメポリⅡ 金属検出機 ○ ○ ○
SSVシリーズ オートチェッカ ○ ○ ○
SVシリーズ オートチェッカ ○ ○ ○
自動電子計量機 ○     ○※     ○※ ※CCP管理機能は使用できません

コードリーダ 個体識別情報の読み取り × × ○
作業者情報の読み取り × ○ ○ CCP管理機能

出荷情報（製造日・便）の読み取り × ○ ○ CCP管理機能

メンテナンス ハードディスク障害対応 ○ ○ ○
ネットワーク障害対応 ○ ○ ○
時刻同期 ○ ○ ○
収録データの自動バックアップ ○ ○ ○
収録データの自動削除 ○ ○ ○
障害発生通知 ○ ○ ○
収録データの削除 ○ ○ ○
収録データの改ざん防止 ○ ○ ○

収録データ ビデオカメラ映像 オプション オプション オプション
判定結果 ○ ○ ○
判定詳細 （質量値、ワーク影響値） ○ ○ ○
判定リミット ○ ○ ○
統計データ ○ ○ ○
バッチ統計データ ○ ○ ○
ロット統計データ ○ ○ ○
X線透過画像 ○ ○ ○
機器来歴 ○ ○ ○

コントロール 品種変更 ○ ○ ○
パラメータ変更 △ △ △ 一部のパラメータのみ

PITT（ピット） × オプション オプション
出力方式 機器間の紐付け処理 × × ○

個体識別情報による検索 × × ○
出荷情報（製造日・便）による検索 × ○ ○
ロット情報による検索 ○ ○ ○
日時による検索 ○ ○ ○

出力形式 検査証明書の発行 × ○ ○ CCP管理機能、 EXCEL形式 （※1）

CCP管理作業日報の発行 × ○ ○ CCP管理機能、 HTML形式

動画データ オプション オプション オプション AVI形式

各個データ ○ ○ ○ CSV、 HTML形式

画像データ ○ ○ ○ JPG、 TIFF、 PNG形式

統計データ ○ ○ ○ CSV、 HTML形式

来歴データ ○ ○ ○ CSV、 HTML形式

分析 高度分析 ○ ○ ○ EXCEL形式 （※1）

Xbar-s/R グラフ ○ ○ ○
ヒストグラム ○ ○ ○



2　必要なシステム構成

（※1）すでにご購入済みのカメラ・コードリーダと接続することも可能です。　（※2）詳しくは当社営業員までお問い合わせください。

項　目 必須 備　考 供給形態

PC （パソコン、サーバ） ○ QUICCAをインストールするPCです。 お客様にてご購入
および設置願います。LANケーブル

○
カテゴリ5e以上。 
動画収録を行う場合、ギガビット・イーサネット対応品を使用します。

LANスイッチ 
（スイッチングハブ）

複数台の機器を接続する場合に必要です。 
動画収録を行う場合、ギガビット・イーサネット対応品を使用します。

ケーブル配管、配線工事 PCとLANスイッチ等の接続に必要です。

バックアップ用HDD 
（NAS、USB-HDD）

データのバックアップを行う場合に必要です。

増設用 外部HDD 
（NAS、USB-HDD）

PCのHDD容量が不足している場合に必要です。 
カメラ映像の常時記録用HDDとする場合、USB3.0接続対応品を使用します。

ビデオカメラ 動画収録を行う場合に必要です。 ネットワーク対応品を使用します。 弊社販売 （※1）

コードリーダ 個体識別情報の読み取りを行う場合に必要です。 機器と接続します。

ハンディコードリーダ 個体識別情報をもととした検索機能に必要です。 PCと接続します。

KX9002A/D/T 
QUICCA

○
QUICCAライセンスが含まれます。
接続する機器数に応じた 「接続ライセンス」が別途必要です。

弊社販売

KX9002ZC 
動画収録オプション

△
接続するカメラ数に応じた 「カメラ接続ライセンス」が別途必要です。

イーサネットユニット
△

接続する機器によって必要となります。 CCP管理機能のすべてを使用するためには
バーコードリーダ付きのユニットが必要です。（※2）

機器 ○ X線異物検出機／金属検出機／オートチェッカ／自動電子計量機
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最大接続台数 （※1） 99台までの機器
最大収録能力 （※1） 2000個/min （全ライン合計）

1000個/min （X線透過画像収録時）
最大収録個数 パソコンの空きディスク容量による。 

最大400万データ/1日
100～400万データ/1 GB 

（各個データ、統計データ、来歴データ）
1～ 3万データ/1 GB （画像データ）
ネットワークHDD （NAS）など、 複数の外部HDDへの
保存可能

最大接続台数 （※1） 64台までのカメラ
最大収録能力 （※1） 16台 （全ライン）

10台 （X線透過画像収録時）
カメラ設定は次の条件の場合
画面サイズ ： 640 × 480、 
フレーム数 ： 30フレーム/秒

最大収録個数 パソコンの空きディスク容量による。 
最大4万データ/1日
10～40データ/1 GB （動画データ）
NASなど、複数の外部HDDへの保存可能

OS （※2） Windows Server 2008 SP2/R2/R2 SP1 （Standard/Enterprise/Datacenter/Foundation）（32 bit/64 bit）
Windows 7/SP1 （Professional/Ultimate/Enterprise）（32 bit/64 bit）
Windows 8 （Pro/Enterprise）（32 bit/64 bit）
Windows 8.1 （Pro/Enterprise）（32 bit/64 bit） 
Windows Server 2012/R2 （Standard/Datacenter/Essentials/Foundation）（32 bit/64 bit）
Windows 10 （Pro/Enterprise）（32 bit/64 bit)

CPU インテル® Core i3プロセッサ2.8 GHz以上
動画収録オプション使用時 ： インテル®Core i5 ・ Core i7 ・ Xeonプロセッサ 3.2 GHz以上を推奨

メモリ 2 GB以上 （WindowsServer 2008、Windows7、Windows8、Windows8.1、Windows Server 2012）
動画収録オプション使用時 ： 4 GB以上を推奨

HDD データ保存の容量以外に、インストール用として 200 MB 以上の空き容量
動画収録オプション使用時 ： インストール用として 2 GB 以上の空き容量と、カメラ映像の常時記録用としてカメラ1台当たり 40 GB以上の
空き容量
外部HDDを常時記録用として使用する場合は、 USB3.0接続のHDDを推奨

ディスプレイ 1024 × 768 以上
LAN イーサネット （100BASE-TX、 1000BASE-T）

動画収録オプション使用時 ： ギガビット・イーサネット （1000BASE-T）を推奨
連携ソフトウェア （※3） 高度分析 ： Microsoft Office Excel 2010/2013/2016

コード作成 ： Microsoft Office Access 2010/2013/2016

■ QUICCA（KX9002A/D/T）

規格
■ 動画収録オプション（KX9002ZC）

■ PCの動作環境

（※1） 最大接続台数や最大収録能力は、PCのスペック、 ネットワークの構成によって変わります。
 ● カメラ映像は24時間常時記録を行い、 NGなどのイベント発生時にその前後の動画を切り出して自動的に保存します。
 ● 常時記録のデータは時間が経過すると自動的に削除されます。

 ● 動作環境は標準の場合であり、 快適に使用するためには、より高い性能が必要です。
（※2）動画収録オプション （KX9002ZC）をご使用の際は、64 bit版OSが必要です。　
（※3） データの高度分析や、 コードの作成を行う場合に必要です。

最新のOS対応状況については、弊社HPをご覧ください。
Intel、インテル、Intel Core、Xeonは、アメリカ合衆国および / またはその他の国における Intel Corporation の商標です。
Microsoft、Windows、Windows Server、Access、およびExcelは、米国 Microsoft Corporation の、米国およびその他の国における登録商標または商標です。
その他記載されている会社名、製品名、およびサービス名などは、各社の商標または登録商標です。


